
2005年出上の木簡

哀
骨
向

柳

原
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
〓

一月
～
二
〇
〇
四
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
飯
塚
武
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

（大
名
屋
敷
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
中
葉
～
二
〇
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

向
柳
原
町
遺
跡
は
、
隅
田
川
右
岸
の
東
京
低
地
に
位
置
し
、
平
戸
藩
松
浦
氏

上
屋
敷
の
庭
園
部
分
に
相
当
す
る
。
庭
園
は
隅
田
川
に
続
く
三
味
線
堀
か
ら
水

き
く
二
時
期
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
各
小
期
に
分
け
ら
れ
る
。
園
池
護
岸

・
建

物

・
付
属
施
設
な
ど
庭
園
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

文
字
の
あ
る
木
製
品
は
Ａ

・
Ｂ
区
の
池
跡
を
中
心
に
四
九
点
出
土
し
た
。
内

訳
は
池
跡

一
七
十
Ｕ
Ｉ
Ｏ
二
か
ら
二
〇
点
、
二

一
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

一
か
ら

一
二
点

（う
ち
一一百
〔は
焼
印
の
み
）、
三
二
十
Ｔ
Ｉ
Ｏ

一
か
ら
五
点
、
Ｃ
区
の
池
跡
か
ら

入
点
、
そ
の
他
四
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

一
七
十
Ｕ
Ｉ
Ｏ
二
は
、
初
期
庭
園
期
の
小
型
の
池
跡
で
、
重
複
す
る
三
つ
の

遺
構
ａ
ｂ
ｃ
か
ら
な
る
二
号
池
状
遺
構
を
構
成
す
る
。
ａ
は
推
定
復
元
径
三

・

五
ｍ
深
さ
○

。
九

ｍ
、
ｂ
は
東
西
約
三

・
三
ｍ
南
北
約
三
ｍ
の
隅
九
方
形
で
深

さ

一
。
一
ｍ
、
Ｃ
は
東
西
約
二

・
二
ｍ
南
北
推
定
約
三

・
五
ｍ
の
卵
形
で
深
さ

約

一
・
四
ｍ
。
壁
面
は
き
つ
い
勾
配
で
立
ち
上
が
り
、
木
の
皮
や
枝
を
網
代
状

に
組
ん
で
覆
い
、
杭
や
桶

・
樟
の
側
板
を
用
い
て
固
定
し
て
い
る
。

二

一
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

一
と
二
二
十
Ｔ
Ｉ
Ｏ

一
は
、
蓬
茶
園
期
の
池
状
遺
構
で
、
深

さ
約
○

・
五
ｍ
。
他
の
池
状
遺
構
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
東
西
約
九

・
五
ｍ

以
上
、
南
北
約
六

。
一
ｍ
以
上
の
範
囲
に
広
が
る

一
号
池
状
遺
構
を
構
成
す
る
。

二

一
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

一
は
池
中
央
部
、
三
二
十
Ｔ
１
０

一
は
北
東
部
に
あ
た
る
。
流

れ
か
ら
水
を
引
き
入
れ
、
貯
水
機
能
を
も
つ
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
人
世
紀

後
半
に
は
埋
め
戻
さ
れ
て
い
た
。

Ｃ
区
の
池
跡
は
、
庭
園
の
主
体
を
な
す
大
規
模
な
も
の
で
、
西
側
を
中
心
に

創
建
期
の
護
岸
石
組
と
洲
浜
、
蓬
茶
園
期
の
石
垣
状
護
岸
を
検
出
し
た
。

(東京東北部)



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

池
跡

一
七
Ｉ
Ｕ
ｉ
〇
二

(4)

「
＜
純
肺
陸
諄
守
屋
敷
に
て
末
武
喜
太
郎
」

「
＜
末
武
右
内
殿
　
従
平
戸
　
　
　
　
　
」
　

滓『長
∞契
∞
寓
］

「
＜
（家
紋
）
。
江
戸
浅
車
醒
帥
例
輸
鯖
睡
嘲
青ィこ
穂
藤
右
衛
門
」

「
＜
　
　
　
か
ま
す
わ
た
塩
か
ら
弐
升

ｏ
　
此
貫
目
壱
賞
六
百
目
　
　
　
　
　
　
　
　
」

やｏ∞×
卜∞×
⇔　
ｏ∞Ｎ

「江
戸
松
浦
肥
前
守
屋
敷
　
熊
沢
作
右
衛
門

「
＜
。
　
日
日
日
□
　
」

「
＜
ｏ
平
戸
山
田
滝
平
」

買
家
紋
）

ぼ
ら
壱
本

ｏ
　
　
拾
六
日
国
内

一
本
　
」

編
蹄曜
腑
日
回
」

口
回

」］
∞
∞
×

（
Ｐ
Ｎ
）
×
］

ｏ
∞
牌

騨
ω
い
×

ヽ
Ｐ
×

∞

　

ｏ
∞
Ю

］
μ
伽
×

ω
『
×

ｏ
　

ｏ
Ｐ
滓

⑥
　
。
「
＜
　
　
松
浦

（家
紋
）
ｏ
岡
部
惣
右
日
――
□

口
日
日
□
右
衛
門
□

。
「
＜
　
　
　
覆
盆
酒
九
升
三
合

ｏ
此
貫
目
拾
貫
目

０
　
。「＜
（豚
じ
松
浦
肥
前
守
」

。
「
＜

台。
所
荷
□
　
　
　
」

⑤

　

「
ふ
だ
な
し
拾
五
本
ノ
内
」

池
状
遺
構
二
一
Ｉ
Ｔ
Ｉ
〇

一

⑨
　
。
「
＜
進
上
。
鰤
壱
本
入
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
小
沢
埠
五
左
衛
門
様
堀
加
維
門
」

∞
〇
の
×
〇
〇
×
⇔
　
〇
∞
］

（焼
印
）

⑩
　
。
「
ｏ
「□
』

台
所
」

（焼
印
）

０
「
一０　『キ吉日』
」　　　　　　　　　　　　Φ］
〉〈牌〇〇
〉〈〇
　
〇ωい 森

川
新
九
郎

青
木
藤
右
衛
門
」」

］
ω
Φ
×
『
『
×
ｏ
　
ｏ
∞
］

］
ω
ω
×

Ｎ
卜
×

∞
　

ｏ
∞
］

］
点
『
×

∞
∞
×

∞
　

ｏ
∞
ド

Φ
］
×

牌
ｏ
ｏ
×

ｏ
　

ｏ
ω
い

一圃 寃
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llll

Ｌ

（裏
面
ノ
釈
文
ニ
オ
ケ
ル
穿
孔
ノ
表
記
ハ
省
略
）

池
状
遺
構
三
二
Ｉ
Ｔ
Ｉ
〇
一

⑫
　
名
＜
Ｌ
呂
Ｈ
日
□

池
谷
日
□
　
　
　
」

。
「
＜

　

（
□
鴇

壱

羽

同

国

」
　

　

　

　

　

　

　

　

］
⇔
叉

∞
泉

ｏ

寓
］

⑬
　
。
「
＜
松
浦
肥
前
口
江
戸
浅
草
屋

深
江
与
五
平
殿

池
谷
九
郎
大
夫
殿

ω
～
０
０
⑬
は
、
国
許
の
平
戸
よ
り
江
戸
上
屋
敷
宛
に
送
ら
れ
た
荷
物
の
荷

札
。
②
の
か
ま
す
塩
か
ら
は
、
カ
マ
ス
の
わ
た
を
塩
だ
け
で
漬
け
た
塩
辛
で
あ

る
。
①
に
み
え
る
熊
沢
作
右
衛
門
は
、
家
老
に
同
名
の
人
物
が
確
認
さ
れ
る
。

働
は
ぼ
ら
、
い
は
ぶ
り
、
⑬
は
串
海
鼠

（串
差
し
に
し
た
海
鼠
の
干
物
か
）
の
荷

札
。
①
の
覆
盆
酒
は
、
苺
の
実
の
汁
を
混
ぜ
て
作
っ
た
果
実
酒
。
内
側
が
赤
く

染
ま
っ
た
構
が
二
点
共
伴
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
容
量

一
六

・
七
を
の
も
の
の

荷
札
が
０
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
品
物
は
平
戸
の
特
産
品
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
②
⑤
～
０
の
表
面
上
部
に
み
え
る
記
号
は
松
浦
家
の
家

く □
0 0

。
「
＜
　
　
串

。海
鼠
□
□
□
三
日
‐―
□

Ｃ
区
池
跡

削
　
。「。風
朝
酔
晒
集
　」

。「。占風革瑚糾空州守聘一フ」　ωｏ×∞∞×Ｐｏ　ｏ〕Ｐ

大茶伊敷
村□勢
彦杢段

日日毎

。。鴇□

。。鴇桜□

O。 鴇 Vく

。鳴呻□

。鴇□□

鵜回□

鴇□□
E饉く〕

鴇拠唸□

鴇袋□震
E謹代〕

鵜□□□
E震代コ

鴇∨Ⅲ□
E震ぺ〕
□□□

□□□

。袋□□

O∨□□

□□回

O□□□

。和国□

O□□口

ヽ回□
□報|||く

（
］
ω
∞
）
×

【
∞
×

『
　

ｏ
∞
Φ

園

ナ

國

そ
llD   l161 l19

□

□

「
　
　
　
　
　
国
□

泳
日
□
土
止
石

一
縄
張

日

回

」

「
さ
し
出
の
崎
」

「名
物
　
肌
鵜
□
代
七
重
之
塔
」

」

ｏ
岸
×

卜
］
ｏ
×

Φ
　

ｏ
∞
〕

∞
⇔
ｏ
×

６
］
×

∞
　

ｏ
伽
岸

∞
∞
〕
×

Ｐ
∞
岸
×

Ｐ
∞
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

∞
Ｐ
Φ
×

Ｐ
〕
］
×

Ｐ
〕
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

←
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（
が
一
わ

婢
府
れ
や
七
，
一Ｌ
生
丁

ざ
卜
生
の
場
´

紋
松
浦
星

０
一ろ
星
）
で
、
軒
九
瓦
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑩
は
表
面
中
央
に
ス
タ
ン
プ
状
の
焼
印
、
裏
面
に
は
四

・
五
針
角
の

「吉
」

の
焼
印
が
あ
る
。
⑪
は
モ
ミ
属
の
追
柾
目
材
を
横
材
と
し
て
用
い
、
表
面
右
上

隅
に

「入
」
と
記
す
。
そ
の
横
に
は
二
段
に
わ
た
る
穿
孔
が
現
存
で

一
四
列
、

本
来
は
二
三
列
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
下
に
は
平
仮
名
で
女
性
名

が
列
記
さ
れ
、　
一
九
名
分
現
存
す
る
が
、
本
来
は
二
三
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
段
の
穿
孔
は
、
出
勤
時
に
は
上
段
の

「入
」
の
列
に
木

釘
を
刺
し
、
欠
勤
の
時
は
下
段
に
刺
し
て
出
勤
状
況
を
示
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
⑩
の
よ
う
な
台
所
に
関
わ
る
文
字
資
料
が
共
伴
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、

庭
園
附
属
建
物
の
台
所
に
関
係
す
る
も
の
か
。

⑭
の
風
月
楼
は
屋
敷
内
の
庭
園
南
に
接
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
建
物
で
、
⑭

は
そ
の
御
察
の
付
札
。
ω
～
ω
は
近
代
の
蓬
茉
園
に
関
連
す
る
資
料
と
み
ら
れ

る
。
⑭
口
は
立
札
で
、
裏
面
に
は
立
て
る
た
め
に
打
ち
込
ん
だ
細
板
状
の
棒
の

痕
跡
が
残
る
。
雅
名
の
付
け
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
立
て
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
原
位
置
は
と
ど
め
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『向
柳
原
町
遺
跡
』
（東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
調
査
報
告
一
六
九
、
二
〇
〇
五
年
）

（飯
塚
武
司
）


